
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

これらの症状は睡眠時無呼吸症候群の可能性も。 

気になる方はご自宅で手軽に検査が受けられます。 先ずはお気軽にご相談を。  

｜治療までの流れ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

睡眠時無呼吸症候群 
睡眠中に呼吸が止まる、弱くなる等の症状で日常生活にも支障 
がでてくる病気です。また、高血圧症な糖尿病など様々な持病 
へ悪影響を及ぼしたり、脳卒中・狭心症・心筋梗塞等の重篤な 
合併症を来たす危険が高まります。 

病院受診、 

検査の要否

を判定 

自宅に送付 

されてきた 

検査機器で 

簡易検査を 

実施し、返送 

病院へ 

検査結果が

届く 

治療方針の
決定 

leep pnea yndrome 

  
Ｑどんな検査をするの？ 

 

睡眠時における体位・体動・呼吸状態・動脈血酸素飽和度(SPO2)・脈拍数等を測る 
検査機器を装着して寝る事で睡眠時無呼吸症候群の可能性を判定する簡易検査です。 
当院では保険診療としてだけでなく、健康診断としての検査のご依頼も承っており 
ますので、お気軽にお問い合わせ下さい。 

健康診断の場合： 
            
 ￥9,900 

保険診療の場合： 
（尚、診察料等は別途ご請求になります） 

 一割負担￥900      

 二割負担￥1,800 

 三割負担￥2,700 

 

〒349-1105 

埼玉県久喜市小右衛門 714-6 

医療法人社団彩優会 栗橋病院 

TEL：0480-53-8686 

検査費用目安 

検査の申し込み 

受け渡し方法や

日時を決める 

病院受診、 

検査の要否

を判定 

検査の申し込み 

受け渡し方法や

日時を決める 

起きた時 

・口が乾いている 
・頭痛 
・熟睡感がない 
・すっきりしない 
・体が重い、倦怠感 

睡眠時 

・いびきをかく 
・呼吸が止まる、 

乱れる、浅くなる 
・息苦しさを感じる 
・むせる 
・何度も目が覚める 

起きている時 

・強い眠気 
・倦怠感 
・集中力の低下 
・疲労感 
・記憶力の低下 

 


